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Great Little Town ASHIYA
「広報あしや」は、毎月１日と15日に新聞折り込みで各ご家庭に配布しています。

第15回さくらまつり
　４月５日・６日、満開の桜の下、約82,000人の市民が縁日やス
テージのイベントなどを楽しみました。
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○
投
票
所
へ
は
、
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選
挙
通
知
書
」
の
は

が
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い(

「
選
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通
知
書
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く
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れ
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票
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て
い

た
だ
け
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ば
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ま
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○
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月
三
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以
降
に
市
内
転
居
の
届
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を
さ
れ
た
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た
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前
住
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の
投
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所
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出
か
け
く
だ
さ
い
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投
票
日
に
仕
事
・
旅
行
・
レ
ジ
ャ
ー
等

の
予
定
の
あ
る
か
た
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、
不
在
者
投
票
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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『
考
え
て
　
そ
の
一
票
の
　
大
切
さ
』

　「阪神間都市計画(芦屋国際文化住宅都市建設計画)地区計画の
決定」について縦覧します。この案について、土地の所有者お
よび土地に関する利害関係者は縦覧期間中に市長あてに意見書
を提出することができます。
件　名　
・阪神間都市計画(芦屋国際文化住宅都市建設計画)地区計画の決
　定(潮見町南地区)(芦屋市決定)の市条例に基づく原案の縦覧
・阪神間都市計画(芦屋国際文化住宅都市建設計画)地区計画の決
定(緑町西地区)(芦屋市決定)
の市条例に基づく原案の縦
覧
期　間　４月17日～30日
　　　　(平日の執務時間内)
会　場　都市計画課
　　　　(市役所北館３階)
意見書提出先　都市計画課
　まちづくり・開発事業担当
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﹈

　
新
聞
折
り
込
み(

朝
日
・
神
戸
・
産
経
・

日
経
・
毎
日
・
読
売)

で
各
世
帯
に
配
布
し

ま
す
。
市
役
所
受
付
、
市
民
セ

ン
タ
ー
、
ラ
ポ
ル
テ
市
民
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
体
育
館
・
青

少
年
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
に
配

置
し
ま
す
。
郵
送
希
望
の
か
た

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「芸術文化活動顕彰」
～2個人と3団体を表彰～

　３月28日、芸術・
文化の分野で優秀な
成績をおさめたか
た・団体を表彰しま
した。
◆荻野郁弥さん
(潮見中学校２年生)
(平成14年度全国中学生人権作文コンテスト兵庫
県大会　最優秀賞)
◆石川静穂氏
(第３回宇野雪村賞全国書道展　宇野雪村賞・文
部科学大臣賞)
◆山手中学校吹奏楽部
(第49回兵庫県吹奏楽祭兼コンクール　金賞)
◆潮見中学校吹奏楽部
(第30回兵庫県マーチングフェスティバルコンテ
スト　優秀賞・グッドサウンド賞)
◆県立芦屋南高等学校邦楽部
(第17回兵庫県高等学校邦楽コンクール　最優秀賞)

『くらしのハンドブック』
を発行しました

　市役所の窓口案内『くらしのハン
ドブック』を改訂
し発行しました。
改訂前の「ハンド
ブック」をお持ち
のかたは交換しま
すので、広報課へ
お越しください。
ラポルテ市民サー
ビスコーナー(131-3130)にも置いて
います。郵送をご希望のかたは310
円分の切手をご送付ください。

問い合わせ　広報課
138-2006(〒659-8501 精道町7-6)

潮見町南地区および緑町西地区
地区計画（原案）の縦覧

問い合わせ
都市計画課まちづくり・開発事業担当　138-2109
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し
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務
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参
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設
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し

た
ほ
か
、
市
民
参
画
や
男
女
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組
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し
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し
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。

　
行
政
改
革
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進
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事
業
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捗
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統
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を
行
っ
た
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、
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務
の

一
部
を
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間
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す
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、
昨
年
度
比
で
職
員
数
を
四

十
六
人
減
員
し
、
部
長
級
九
人
、
次
長
級

八
人
、
課
長
級
三
十
二
人
を
含
む
二
百
八

十
五
人
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

【
異
動
】
四
月
一
日
付

◇
技
監(

兵
庫
県
阪
神
南
県
民
局
企
画
調
整

　
部
参
事)

杉
島
満

◇
総
務
部
長(

総
務
部
参
事)

鴛
海
一
吉

◇
総
務
部
参
事(

総
務
部
次
長)

三
栖
敏
邦

◇
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◇
建
設
部
参
事(

建
設
部
次
長)

佐
田
高
一

◇
芦
屋
病
院
事
務
局
長(

保
健
福
祉
部
次
長)

　
里
村
喜
好

◇
芦
屋
病
院
診
療
局
眼
科
部
長(

芦
屋
病
院

　
診
療
局
眼
科
主
任
医
長)

岩
崎
嘉
秀

◇
芦
屋
病
院
診
療
局
麻
酔
科
部
長(

芦
屋
病

　
院
診
療
局
麻
酔
科
主
任
医
長)

前
田
倫

◇
水
道
部
長(

総
務
部
次
長)

林
一
夫

＊(

　)

内
は
旧
役
職
。

【
退
職
】
三
月
三
十
一
日
付

　
笹
倉
雅
人(

技
監)

　
倉
地
弘
行(

総
務
部
長)

　
鷲
尾
健(

建
設
部
長)

　
木
戸
正
行(

芦
屋
病
院
事
務
局
長)

　
久
内
奎
吾(

水
道
部
長)

＊(

　)

内
は
旧
役
職
。

組
織
改
正
、
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た

問
い
合
わ
せ

問い合わせ　国際文化課　138-2008
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◆緑の募金にご協力を
　昨年度、市民の皆さんから720,671円の
「緑の募金」をいただきました。募金は、
緑ゆたかで住みよいまちづくりに活用され、
本市では学校園の緑化活動にも役立てられ
ました。今年度も、みどりの日(４月29日)
の街頭募金をはじめ、地域・職場・学校
募金にもご協力をお願いします。
�公園緑地課(138-2065)

◆就学奨励費の申請
�芦屋市立の小・中学校に就学している
児童・生徒の保護者で、経済的な理由に
より就学させることが困難な人に対し、
学用品・通学用品費、校外活動費などの
援助を行っています　�①生活保護を受
けているかた②児童扶養手当を受けてい
るかた③世帯全体の年間所得額が基準額
以下のかた　�各学校へ申請してくださ
い　�教育委員会総務課(138-2085)

◆谷崎潤一郎記念館からのお知らせ
�谷崎潤一郎記念館(123-5852)
【「源氏物語」原典を読む講座】
�４月28日(月)10時～12時　�市民セン
ター401室　�鈴木紀子氏　�4,200円(６
回分)　�直接会場へ
【谷崎潤一郎作品朗読会】
�５月１日(木)13時30分～15時　�谷崎
潤一郎記念館　�「細雪」朗読　�朗読
グループＲＳＴ　�入館料300円

◆カルぺディエムの会「シャンソン
　とその背景」
�４月29日(火・祝)14時～15時30分　�
京都大学教授・松島征氏　�会員500円、
非会員1,000円　�＆�国際交流協会(134-
6340   FAX34-6341  〒659-0092 大原町2-6-
209ラ・モール芦屋２階)

税Ｑ＆Ａ
　
　
家
屋
は
年
々
老
朽
化
し
て
い
く
の
に
、
固

定
資
産
税
の
評
価
額
が
下
が
ら
な
い
の
は
ど
う

し
て
で
し
ょ
う
か
。

　
　
家
屋
の
評
価
額
は
、
評
価
の
対
象
と
な
っ

た
家
屋
と
同
一
の
も
の
を
、
評
価
の
時
点
に
お

い
て
、
新
築
し
た
場
合
に
必
要
と
な
る
建
築
費

に
家
屋
の
建
築
後
の
経
過
年
数
に
応
じ
た
損
耗

の
減
価
を
あ
ら
わ
し
た
経
年
減
点
補
正
率
を
乗
じ
て
求
め

ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
価
額
が
前
年
度
の
価
額
を
超
え
る

場
合
は
、
前
年
度
の
価
額
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

　
家
屋
の
建
築
費
は
、
平
成
五
年
以
降
は
建
築
資
材
費
等

が
下
落
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
建

築
年
次
の
新
し
い
家
屋
に
つ
い
て
は
、
三
年
に
一
度
の
評

価
替
え
ご
と
に
価
格
が
下
落
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
建
築
年
次
の
古
い
家
屋
に
つ
い
て
は
、
過
去
の

建
築
費
上
昇
の
中
で
評
価
額
が
据
え
置
か
れ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
近
年
の
建
築
資
材
費
等
の
下
落
を
加
味
し
て
も

以
前
か
ら
の
評
価
額
を
下
回
ら
ず
、
評
価
額
が
下
が
ら
な

い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
経
年
減
点
補
正
率

の
最
低
限
度
は
、
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
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お
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せ
く
だ
さ
い
。
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４月30日まで納　期

◆「阪神広域行政圏協議会」からの
　お知らせ
　阪神７市１町で構成する「阪神広域行
政都市協議会」と「阪神広域行政圏協議
会」は４月１日から統合され、「阪神広
域行政圏協議会」として事業を継承して
いくこととなりました。事務局も引き続
き尼崎市役所内に置かれます。
【新しいメール＆ホームページアドレス】
メール　info@hanshin-kouiki.jp
ホームページ
　　　　http://www.hanshin-kouiki.jp
�企画課(138-2009)

◆初心者ヨット＆カヌースクール
�①ヨット１日コース②ヨット３日コー
ス③カヌー　�①一般②高校生以上③中
学生以上　�①4,300円②大人12,900円、
高校生6,450円③大人4,300円、中高生
2,150円　�＆�兵庫県立海洋体育館(1
32-2255 FAX32-2256 浜風町30-2)

◆芦屋浜風町宅地分譲のご案内
�浜風町5-2の宅地(２区画)を分譲します
①161 .60㎡(分譲価格29,448 ,400円)②
161.44㎡(分譲価格29,419,200円)　�先着
受付(引渡し随時)　�兵庫県住宅供給公
社(1078-232-9532)

◆労働保険年度更新手続きを
�事業主は、５月20日(火)までに労働保
険料の申告・納付手続きを　�兵庫労働
局労働保険適用室(1078-367-0790)

◆能力開発セミナー受講生募集
�機械、電気・電子、情報通信、居住、
ビジネス系のセミナー　�＆�兵庫職業
能力開発促進センター(106-6431-7277)

◆兵庫医大病院「市民健康講座」
�＆�①４月16日(水)15時～「脳ドック
の話」②30日(水)15時～「帯状疱疹の痛
み」　�兵庫医科大学病院管理課庶務係
(10798-45-6611 西宮市武庫川町1-1)

法人市民税・事業所税(2月28日決算の
法人等）　／課税課管理担当　138-2015

計画期間の対象人口の推計

総人口(人) 87,186 89,270 90,252 91,305 92,300 93,264
40歳以上 46,704 48,166 49,034 49,913 50,515 51,438
65歳以上 16,385 17,504 17,995 18,509 19,120 19,742
対総人口比(％) 18.8 19.61 19.95 20.3 20.7 21.2

第3次芦屋すこやか長寿プラン21を策定しました
～第3次高齢者保健福祉計画～ 　本市の高齢化率(65歳以上高齢者の総人口に占める割合)は、平成14

年(2002)10月１日現在19.03％で、およそ５人に１人が高齢者となって
います。7 5 歳以上の後期高齢者の増加、ひとり暮らしや夫婦だけの高
齢世帯の増加に伴い、介護や介助を必要とする人、閉じこもりがちな
人などの増加が予測され、介護予防を進めるとともに、地域で孤立す
ることなく、元気でいきいきと暮らせるようにすることが大きな課題
となっています。高齢者ができる限り要介護状態にならず、年齢にと
らわれることなく健康でいきいきと生活できるように支援し、長寿社
会にふさわしいまちづくりを進める必要があります。

問い合わせ　高年福祉課　138-2044

「第25回芦屋サマーカーニバル」プレイベント

市民チャリティーゴルフ大会
　芦屋サマーカーニバルの成功を願い、芦屋カンツリー倶楽部のご協力によ
り市民チャリティーゴルフ大会を開催します。
日　時　５月27日(火)午前８時20分～(荒天中止)
会　場　芦屋カンツリー倶楽部
定　員　100人(２人、４人組みでの申し込みも可能です)
費　用　22,000円(パーティー、チャリティー、賞品代含む)
申し込み　５月10日(土)＜消印有効＞までに、往復はがきに住所・氏名・性
　　　　　別・電話番号・生年月日を記入の上、下記へ　　　　　

問い合わせ　芦屋市民まつり協議会(芦屋青年会議所事務局内)
122-6946(月・水・金曜日、午前10時～午後４時)
〒659-0067 茶屋之町1-1 ブラウンビル２階Ｇ号

「東西女性・美の競演」～浮世絵とパリ・モード誌にみる装い～
　今回は、市内在住の辻本勇氏のさまざまなコレクションの中から女性美のあり方につ
いて、西洋と日本における印刷物(木版彩色・石版彩色など)を中心に紹介。文化の違い
による女性の装いの比較など19世紀の作品を対比的に展示します。デジタル画像が常識

こっとう

となった今日、さまざまな印刷技法が展開された19世紀の作品はまさしく骨董品。微妙
な陰影や質感を存分にご堪能ください。　

観覧料　一般300(240)円、　　
　　　　大高生200(160)円、
　　　　中小生以下無料
※(  )内は20人以上の団体料金

辻本コレクション2

問い合わせ　美術博物館　138-5432(伊勢町12-25)

◆関連講座「おもしろ骨董談義」◆
講　師　辻本勇氏(富本憲吉記念館館長)
日　時　４月20日(日)午後２時～３時30分
会　場　美術博物館・講義室（要観覧券）

◆◇◆　潮芦屋フェスティバルを開催！　◆◇◆
しおあしや

　南芦屋浜の愛称も「潮芦屋」と決まり、人工海浜、港湾緑地の一部がオープンします。
５月の連休には、真新しいビーチでフェスティバルを開催します。ぜひご参加ください。
会　場　潮芦屋(人工海浜へは、阪急バス71系統・潮風大橋南バス停下車　徒歩５分)
内　容 ５月３日　＜開会セレモニー＞人工海浜や港湾緑地での記念行事

３～５日　＜トレジャーハンティング＞砂の中の宝探し
４日　　　＜サンドアート＞親子による砂像のコンテスト
４・５日　＜ビーチバレー＞一般参加(全国クラブ)対抗戦、小・中学生対象ビー

　　　　　　　　　　チバレークリニック、トッププレーヤー参加ジャパンサーキット
５日　　　＜海上コンサート＞海上フロートでのラジオの公開放送、ライブ
　　　　　＜キャラクターショー＞ アニメの「ワンピース」ショー

問い合わせ　兵庫県企業庁地域整備第２局南芦屋浜整備課　1078-362-3692

地域に広がる子育ての輪

　「芦屋市ファミリー サポート センター」
(社会福祉協議会内)が、４月に設立されまし
た。この組織は、育児の援助を受けたい人
と協力したい人が会員となり、一時的・臨
時的に、有償で子どもを自宅で預かる「相
互援助活動組
織」です。
　会員は事前
登録が必要で
すが、説明会
の日程等につ
いては下記へ
お問い合わせ
ください。
●相互サポー

トは、７月１日(火)からスタートします。

　　
問い合わせ

ファミリー サポート センター　125-0521

　「第３次芦屋すこやかプラン21」は、『第３次高齢者保健福祉計画』と『第２期介護保険事業計画』の２本の柱

から成り立っています。今回ご紹介する『第３次高齢者保健福祉計画』は、老人保健法第46条の18および老人福

祉法第20条の８の規定に基づき策定されるもので、高齢者への総合的な施策、壮年者(40～64歳)のかたの健康づく

りなども含んでいます。今後お知らせする『第２期介護保険事業計画』とともに、市行政の指針であり、また市民

の皆さんとともにぬくもりのある福祉社会を築いていくための指針として策定されました。

◆計画策定の背景と課題・目的とは…◆

会　期　４月５日～６月８日

　
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
等
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
能
力
と
希
望
に
応
じ
て
就
労
で
き

る
よ
う
、
①
就
業
の
促
進
と
高
齢
期
の
生

活
安
定
確
保
を
目
指
し
、
雇
用
の
促
進
、

就
業
機
会
の
確
保
、
高
齢
期
の
経
済
の
安

定
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
積
極
的
に
高
齢
者
が
②
社
会
参

画
・
交
流
の
促
進
が
計
れ
る
よ
う
に
、
地

　
健
康
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
健
康

づ
く
り
へ
の
日
々
の
努
力
が
大
切
で
す
。

　
①
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
健
康
づ
く
り
の
推
進

　
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で

可
能
な
限
り
自
立
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
導
入
促

進
や
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
の
支

援
策
を
検
討
す
る
な
ど
、
①
人
に
や
さ
し

い
住
宅
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
②
高
齢
社
会
対
応
型
の
環
境
づ
く
り
の

推
進
と
し
て
は
、
高
齢
者
が
安
全
に
行
動

で
き
る
よ
う
に
道
路
等
歩
行
環
境
の
整
備

な
ど
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
対
策
の
推

域
活
動
の
促
進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

促
進
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
積
極
的
な

生
き
が
い
づ
く
り
や
社
会
の
変
化
に
対
応

し
た
知
識
や
技
術
が
取
得
で
き
る
よ
う
に

③
生
涯
学
習
の
充
実
を
目
指
し
、
生
涯
学

習
機
会
の
充
実
、
生
涯
学
習
活
動
の
支
援

に
努
め
ま
す
。

を
支
援
す
る
た
め
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
促
進
、
地
域
で

の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
一
方
で
、
②
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
や
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
住
ま

い
の
確
保
な
ど
の
③
介
護
予
防
・
地
域
支

え
合
い
の
推
進
、
④
介
護
保
険
事
業
の
推

進
も
必
要
で
す
。

　
ま
た
介
護
家
族
の
健
康
支
援
の
推
進
や

福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援
な
ど
の
⑤
介
護
家
族

の
健
康
管
理
等
支
援
の
充
実
、
⑥
相
談
・

情
報
提
供
体
制
の
充
実
、
⑦
地
域
ケ
ア
体

制
の
充
実
、
さ
ら
に
高
齢
者
の
人
権
擁
護

と
い
う
観
点
か
ら
、
成
年
後
見
制
度
の
推

進
や
福
祉
教
育
の
推
進
と
い
っ
た
⑧
人
権

擁
護
シ
ス
テ
ム
の
確
立
も
進
め
ま
す
。
　

進
、
自
然
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　
③
市
民
と
進
め
る
安
全
な
生
活
環
境
づ

く
り
で
は
、
関
係
機
関
の
連
携
や
地
域
住

民
の
か
け
声
等
の
協
力
を
も
と
に
、
高
齢

者
、
特
に
ひ
と
り
暮
ら
し
や
夫
婦
の
み
世

帯
の
か
た
が
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
防
火
・
防
災
対
策
の
充
実
、

防
犯
対
策
の
推
進
、
交
通
安
全
対
策
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

人
と
人
と
の
助
け
合
い
の
中
で
、
心
や
す
ら
か
に

　
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
　
ぬ
く
も
り
の
あ
る
福
祉
社
会

◆第3次高齢者保健福祉計画の性格とは…◆

①エイジレス社会のまちづくり計画
　人生80年の長寿社会にあって、いくつになっても年齢を意識せず、自分
のもっている個性と能力を最大限に発揮して、積極的に社会における役割
を担い、はつらつとした生活を送ることができるように、健康づくりをは
じめ高齢者自身の自立と協働の意識づくり、仕事や社会活動の場の充実な
ど、エイジレス社会のまちづくり計画とします。

②ケアが必要な時も安心して暮らせるまちづくり計画
　介護や介助が必要になっても、できる限り住み慣れた家庭や地域で住み
続けられるように、在宅サービスの充実やニーズに迅速・的確に対応でき
る体制づくりなどを進め、高齢者本人だけでなく家族も安心して暮らせる
まちづくり計画とします。

③福祉コミュニティが息づくまちづくり計画
　高齢者のひとり暮らしや夫婦だけの世帯が増加している中、援護を必要
とする人が地域で孤立することなくサービスを適切に利用できるように、
また日常生活の中で子どもから高齢者まですべての市民がなにげない交流
の中で共に支え合って生きることを喜びと感じられるように、福祉コミュ
ニティが息づくまちづくり計画とします。

④壮年期からの高齢者保健福祉計画
　高齢者とともに介護保険の一方の担い手でもある壮年者が、高齢期を健
康でいきいきと生活できるように、健康づくりや生活習慣病の予防などを
重視し、壮年期からの高齢者保健福祉計画とします。

　
　
生
涯
を
通
じ
生
き
が
い
に
満
ち
た
く
ら
し
を
め
ざ
し
て

　
　
共
に
生
き
る
　
安
心
で
き
る
く
ら
し
を
め
ざ
し
て

　
　
人
間
性
重
視
の
生
活
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

介
護
予
防
の
支
援

　
こ
れ
ま
で
も
、
高
齢
者
や
壮
年(

四
十
〜

六
十
四
歳)

の
か
た
の
健
康
づ
く
り
を
中
心

に
、
高
齢
者
の
生
活
全
般
に
か
か
わ
る
総

合
的
な
取
り
組
み
や
、
介
護
保
険
事
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
高
齢
期
の
生
活
の
質
を
よ
り

高
め
る
た
め
、
壮
年
期
か
ら
の
生
活
習
慣

病
の
予
防
、
性
・
年
齢
に
応
じ
た
重
点
健

康
教
育
・
相
談
等
の
強
化
に
努
め
る
と
と

も
に
、
特
に
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
対

象
者
を
把
握
し
て
ヘ
ル
ス
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
く
保
健
サ

ー
ビ
ス
の
計
画
的
・
効
果
的
な
提
供
に
努

め
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
市
と
市
民
等
が
一
体
と

な
っ
て
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
向
上
に
取

り
組
み
、
目
標
と
す
る
「
人
と
人
と
の
助

け
合
い
の
中
で
、
心
や
す
ら
か
に
い
き
い

き
暮
ら
せ
る
　
ぬ
く
も
り
の
あ
る
福
祉
社

会
」
を
築
い
て
い
く
た
め
の
指
針
で
も
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
市
を
は
じ
め
関
係
機
関
・

団
体
、
地
域
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
切
な

役
割
分
担
の
も
と
に
、
緊
密
な
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
こ
の
計
画
の
円
滑
で
確
実
な
実
施
を
図

し
ん
ち
ょ
く

る
た
め
、
毎
年
度
計
画
の
実
施
や
進
捗
状

況
の
点
検
・
評
価
を
行
う
た
め
の
体
制
を

整
備
し
、
ま
た
、
計
画
を
市
民
や
サ
ー
ビ

ス
提
供
者
等
の
協
働
の
も
の
と
し
て
推
進
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
「
芦
屋
市

す
こ
や
か
長
寿
プ
ラ
ン
21
評
価
委
員
会
」

に
よ
る
評
価
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

■基本理念１：生きがいを実感しつつ、心豊かにくらせる社会
　　高齢期を迎えると、心身のさまざまな側面で機能低下は目立ってきますが、健康の維持・増進を図り、これまでに培わ
　れた知識・技術・経験等を最大限に生かし、社会活動や学習活動に意欲的に取り組めるようなエイジレスの社会づくりを
　めざします。
■基本理念２：充実したサービスで、居宅で安心してくらせる社会
　　介護や介助等援護が必要になっても、安心して住みなれた家庭や地域で暮らせるように、各種サービス体制を整備・充
　実するとともに、サービス利用者の権利擁護等利用者中心のサービスの確保を行い、介護者の生活の向上や要介護者等の
　個人を尊重した質の高い生活づくりをめざします。
■基本理念３：社会的連帯感で結ばれた、ぬくもりのある社会
　　ひとり暮らしや夫婦のみ世帯の高齢者のかた等が地域で孤立することなく、また、年齢や性などにかかわりなく、市民
　一人ひとりの基本的人権が尊重され、誰もが心豊かに楽しく暮らすことができるような、ノーマライゼーションの理念を
　浸透させ、市民が共に生きる認識と理解のもとに、家族・近隣・ボランティア等地域全体で高齢者を支えていく社会づく
　りをめざします。
■基本理念４：人間性重視の、人にやさしい社会
　　人にやさしい、安全で快適な生活環境づくりを推進し、住み慣れた地域との関係を保ち続け、その一員として快適に暮
　らせるように、人間性重視の生活環境づくりをめざします。

めざすべき福祉社会の４つの基本理念とは…

計
画
の
進
行
を
管
理
・
推
進
し
て
い
く
た
め
の

体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す

※平成13年(2001)の人口は、住民基本台帳および外国人登録人口です。
※計画期間は、平成15年度(2003)から19年度(2007)までの５カ年とします。

年度
人口等

あしやＮＯＷ(＊)　フォーカス芦屋「心と個性　芦屋の教育」
リピート９ｃｈ(あしや自然百科 (＊)【再放送】)

「春の芦屋川散策」(平成10年４月放送)
チャレンジリポート(＊) 「ほほえみとやさしさにつつまれて」
広報とりっきり(＊) 総合公園記念植樹・小学校卒業式・芦屋マダン

愛護協会芦屋川清掃　ほか

芦屋市民企画番組(＊) 「22歳・青春トーク　大人になるとき」
西宮ライブラリー 町名の由来「大社町」
ニッポンみたまま(30分) 「大豆パワーは元気の源」

9ch
広�
報�

番�
組�
ガ�
イ�
ド�

レ�
ビ�
テ�

　４／15（６：00～）～４／30　（～24：00）

１
時
間
目

２
時
間
目

開始時刻

00
20

30
40

00
20
30

■放送時間　６：00～24：00まで(上記の順に６時から２時間サイクルで９回繰り返し放送します)

■(＊)印の番組はビデオの貸出可

■広報チャンネル９ｃｈの番組に関する問い合わせ　広報課　138-2006

■ＣＡＴＶ全般に関する問い合わせ　㈱ケーブルネット神戸芦屋(Ｊ－ＣＯＭ神戸・芦屋) 70120-13-8160

①  6:00

②  8:00

③10:00

④12:00

⑤14:00

⑥16:00

⑦18:00

⑧20:00

⑨22:00

毎月20日は�

環境にやさしいドライブマナーを�

「阪神地域ノーマイカーデー」�

現　　況
平成13年

推　　計　　(計画期間)
15年 16年 17年 18年 19年

●凡例…�日時(日程)、�会場・場所、�内容、�対象・定員、�講師、	出演、
　　　　�費用(記載の無い催しは無料)、
持ち物、�申し込み、�問い合わせ

A Q
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こ�の�ペ�ー�ジ�の�問い�合わせは���
学校教育課（138-2087）へ�

教育�の�
ペー�ジ�
E D U C A T I O N

◆保護者・地域から信頼される学校園づくりをする◆

　学校評議員制度を活用し、「説明責任」を果たし、保護者や地域の期待に
応えられる開かれた学校園づくりをします。また、芦屋の自然や保護者・地
域の協力を得て、特色ある学校園の創造、活力ある教育の実現をめざしま
す。

◆基礎・基本の知識の確実な習得と個性・能力を伸ばす教育を進める◆

　思考力・想像力・判断力・表現力などを培い、「生きる力」の基本となる
確かな学力の習得を徹底します。また、一人ひとりの学習状況・興味関心に
応じた学習や読書活動等を生かし、一律主義・画一主義から切磋琢磨する学
び合いを進め、能力・個性の伸長および学力の向上を図ります。

◆学校・家庭・地域社会が一体となって心の教育の充実を図る◆

　道徳教育の充実を図り、学校・
家庭・地域社会が一体となって、
あいさつ、思いやり、自然に対す
る畏敬の念等を培います。また、
豊かな人間性をはぐくみ、伝統文
化やわがまち芦屋を愛する心や誇
りに思う態度を育てます。指導者
の人権意識の高揚を図るとともに、
不登校やいじめ・問題行動に対し
ては、生徒指導や教育相談体制の
充実を図ります。

◆厳しさに耐える心と体を育てる教育を進める◆

　体育の授業を充実させ、運動能力
を高め、一人ひとりに応じた体力づ
くりを推進し、忍耐心や克己心を培
います。家庭や学校医等との連携を
密にし、保健室やスクールカウンセ
ラーの機能を十分に生かしながら、
健康教育の充実に努めます。

◆教師自らの人格形成と指導力の
　向上を図る◆

　教職員は、自らの使命感や倫理観

を高め、専門的な知識・技能や実践
的な指導力とともに高い志や品性を
身につけ、子どもに敬愛されるよう
努めます。教職員一人ひとりが教育
の現状や課題を十分に認識し、研修
を充実させ、指導力の向上を図りま
す。

新しい時代を拓く
こころ豊かな人づくり

時代とともに変わるものと
　変えてはならないものとの調和をめざして

平成15年度「芦屋の教育―指導の方針」の概略をお知らせします

　
日
本
社
会
は
停
滞
し
、
閉
塞
感
さ
え
漂

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
将
来
の
社
会

を
考
え
ま
す
と
、
今
、
次
世
代
を
担
う
青

少
年
の
教
育
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
学
校
園
に
は
数

々
の
問
題
が
生
じ
、
特
に
不
登
校
や
学
力

低
下
を
懸
念
す
る
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
教
育
に
対

す
る
考
え
方
も
多
様
に
な
り
、
め
ざ
す
目

標
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
諸
外
国
も
、
青
少
年
の
教
育
に
は
国
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
我
が
国

に
お
い
て
も
、
新
学
習
指
導
要
領
が
実
施

さ
れ
、
教
育
基
本
法
見
直
し
等
、
教
育
改

革
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
は
従
来
の
高
度
成
長
期
に
お
け
る
制

度
か
ら
新
た
な
制
度
に
転
換
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
教
育
に
お
い
て
も
そ
の
転
換
期
で

あ
り
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
幅
広

い
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
学
校

園
で
は
、
社
会
の
多
様
化
、
急
激
な
変
化

の
中
に
あ
っ
て
模
索
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。

教
育
長
　
藤
原
　
周
三

　
時
代
の
変
化

に
対
応
し
た
新

し
い
教
育
に
、
情
熱
を
も
っ
て
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
の
人
づ
く
り
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

個
人
の
幸
せ
、
社
会
の
発
展
を
考
え
、
ど

の
よ
う
な
教
育
が
望
ま
し
い
の
か
を
見
出

し
、
地
域
・
保
護
者
に
信
頼
さ
れ
る
教
育

を
進
め
ま
す
。

　
教
育
は
、
時
代
と
と
も
に
変
わ
る
も
の

と
、
変
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
「
生
き
る
力
」
の
基
本
と
な
る
確
か

な
学
力
を
は
じ
め
、
善
悪
の
区
別
、
社
会

的
ル
ー
ル
、
人
と
し
て
の
在
り
方
等
は
し

っ
か
り
教
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
教
育
は
、
人
が
人
に
す
る
も
の
。
学
校

教
育
に
お
い
て
は
、
心
の
通
い
あ
う
教
育

を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
教
育
に

携
わ
る
者
は
、
毅
然
と
し
た
態
度
、
信
念
、

あ
た
た
か
い
心
を
も
っ
て
、
新
し
い
時
代

ひ
ら

を
拓
く
幼
児
児
童
生
徒
を
育
て
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

学校教育の重点課題
－自然や地域に学び、豊かな感性と創造力をはぐくむ－

　近年、直面している高齢化問題、国際化問
題、情報化問題、少子化問題等の課題に関す
る学習への関心の高まりや、学校週５日制の
実施により、社会教育は、新たな展開を迎え
ています。

◆家庭教育への支援

　家庭教育は、すべての教育の出発点です。
社会教育では、家庭教育に関するさまざまな
学習機会の提供や、相談体制の充実、普及啓
発の推進を図り、家庭教育を支援します。

◆情報化への対応

　21世紀を迎え、光ファイバーや衛星通信
などを利用した情報通信基盤の整備が急速に
進んでいる中、インターネットによる学習情
報提供やそのシステムを活用した事業の展開
を幅広く進めていきます。　

◆学校週５日制実施への対応

　学校週５日制が実施され、社会教育の役割
は大きなものがあります。子どもの生活の場
である地域社会、家庭、学校それぞれが役割
を明確にし、相互連携を図り、新たなプログ
ラムを進めていきます。　

◆生涯スポーツの推進

　生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現
するため、各ライフステージにおいて、それ
ぞれの体力や年齢、技術、興味・目的に応じ
て、いつでも、どこでも、いつまでもスポー
ツに親しむことができる生涯スポーツ社会の
実現をめざします。　

－社会教育の新たな展開をめざして－

◆高齢化社会への対応

　急速に進展する高齢化に対応し、活力ある
豊かな高齢社会への円滑な移行を図るため
に、高齢者の学習機会の整備と社会参加の促
進を図ります。

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
新
し
い
教
育
を

『総合的な学習の時間』での発表風景

高齢者と一緒にお手玉遊び

木登りを楽しむ園児たち

び
せ
ん

　
地
元
で
は
「
眉
仙
さ
ん
」
と

愛
着
を
こ
め
て
呼
ば
れ
る
福
田

眉
仙(

一
八
七
五
〜
一
九
六
三)

も
、
画
壇
で
は
忘
れ
ら
れ
た
日

本
画
家
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
大
正
九
年
に
六
麓
荘

移
住
以
来(

赤
穂
郡
瓜
生
村
出

身)

、
亡
く
な
る
昭
和
三
十
八

年
ま
で
、
芦
屋
の
山
河
を
こ
よ

な
く
愛
し
て
い
ま
し
た
。
久
保

田
米
僊
に
師
事
し
た
福
田
周
太
郎(

本
名)

は
当
初
、

ば
く
せ
ん

麦
僊
と
い
う
画
号
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

が
ほ
う

後
、
橋
本
雅
邦
を
経
て
岡
倉
天
心
の
も
と
に
あ
っ

て
横
山
大
観
等
と
日
本
美
術
院
創
立
に
参
画
し
ま

し
た
。こ
う
し
て
み
る
と
画
壇
の
本
流
に
身
を
置

い
て
い
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
天
心
の

勧
め
も
あ
り
南
画
の
発
展
の
た
め
本
場
中
国
へ
写

生
旅
行(

明
治
四
十
二
〜
四
十
五
年)

に
出
か
け
て

が
び
さ
ん

い
ま
す
。
途
中
、
峨
眉
山
に
滞
在
し
た
麦
僊
は
そ

の
地
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
改
号
し
て
眉
仙
と
名
乗
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
天
心
没
後
は
、
太
陽
の
よ

う
に
外
へ
向
か
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
さ
せ
る

大
観
と
は
相
容
れ
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
そ
の
性
格
た
る
や
ま
る
で
陽
と
陰
、
写
生
に

重
点
を
置
い
た
眉
仙
の
ス
ト
イ
ッ
ク
な
画
業
が
六

甲
の
山
懐
に
隠
れ
る
よ
う
に
し
て
展
開
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。
も
は
や
時
代
は
眉
仙
が
追
い
求
め
て

い
る
写
生
を
主
と
し
た
南
画
の
全
盛
で
は
な
く
、

大
観
の
よ
う
な
突
き
抜
け
た
抽
象
性
も
必
要
だ
っ

た
の
で
す
。
し
か
し
、
膨
大
な
写
生
を
も
と
に
描

か
れ
た
一
連
の
中
国
の
山
河(

『
中
国
三
十
絵
巻
』

に
結
実)

は
私
心
を
捨
て
た
眉
仙
の
分
身
と
い
っ
て

も
よ
い
も
の
で
す
。
真
新
し
い
も
の
だ
け
を
追
い

求
め
る
昨
今
、ち

落
款
に
「
知

そ
く足

」
と
刻
ん
だ

眉
仙
の
画
業
は
、

し
ゅ
く
し
ゅ
く

粛
々
と
し
て
私

た
ち
に
問
い
か

け
る
も
の
が
あ

る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
美
術
博
物
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芦屋ゆかりの人々４
日本画家・福田眉仙

『支那三十畫巻』上巻
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